
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林野庁北海道森林管理局 

イイイ ンンン フフフ ォォォ メメメ ーーー シシシ ョョョ ンンン   
釧釧路路湿湿原原森森林林環環境境保保全全ふふれれああいいセセンンタターー   

当ふれあいセンターは国有林をフ ィ ールド と して北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動
に取り組む NPO 等の活動支援や森林環境教育等の提供、技術指導などを行っています。  
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七
月
四
日
、
標
茶
町
内
の
教
職
員
十
三
名
に

よ
る
理
科
部
会
の
研
修
が
、
雷
別
地
区
自
然

再
生
事
業
地
と
中
茶
安
別
小
中
学
校
の
学
校

林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

雷
別
で
は
「
雷
別
地
区
自
然
再
生
事
業
」
の

概
要
や
、
市
民
参
加
の
取
組
み
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
と
も
に
森
林
環
境
教
育
へ
の
活
用

に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
雷
別
で
は
針
葉
樹
を
植
え
な
い
の
か
」

「
鹿
防
護
柵
は
雪
が
積
っ
て
も
効
果
が
有
る

の
か
」
等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

自
然
再
生
の
取
組
へ
期
待
を
寄
せ
る
声
も
聞

 

か
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 

中
茶
安
別
小
中
学
校
の
学
校
林
で
は
、
学

校
林
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
総
合

学
習
の
中
で
、
当
セ
ン
タ
ー
が
支
援
し
て

い
る
森
林
教
室
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
              

七
月
六
日
、
釧
路
市
こ
ど
も
遊
学
館
主
催

の
野
外
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ

ォ
レ
ス
ト
で
行
わ
れ
、
小
学
生
の
親
子
な

ど
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
は

ド
ラ
ム
缶
を
使
っ
た
簡
易
炭
窯
に
よ
る
炭

焼
き
体
験
と
小
さ
な
ブ
リ
キ
缶
を
使
っ
た

花
炭
作
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
花
炭
作

 
 
 

 

り
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
等
の
細
い
葉
が
原
型

の
ま
ま
炭
に
焼
け
て
い
る
の
に
驚
き
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
午
後
に
は
山
火
事
の

 
 
 

 
      

消
火
道
具
（
ジ
エ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
）
を

使
っ
て
森
の
消
防
士
体
験
を
行
い
、
子
供

達
に
よ
る
的
当
て
放
水
が
好
評
で
し
た
。

こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
樹
木
観
察

な
ど
森
の
中
で
緑
を
満
喫
し
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
   

七
月
ニ
八
日
、
学
校
の
先
生
方
を
対
象
と

し
た
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
を
パ
イ
ロ
ッ
ト

フ
ォ
レ
ス
ト
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は

先
生
方
の
お
子
さ
ん
た
ち
も
一
緒
に
参
加

で
き
る
よ
う
夏
休
み
に
設
定
し
公
募
し
た

と
こ
ろ
、
先
生
等
五
名
と
お
子
さ
ん
三
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
簡
易
炭
窯
で
の
炭

焼
き
や
花
炭
作
り
の
方
法
を
指
導
し
ま
し

 
 
 
 

先

生

た

ち

の

研

修

会

を

支

援 
 

遊

学

館

の

野

外

イ

ベ
ン
ト

を

支

援 
 

（ 山火事は消えたかな？ 
汗をかいて奮闘中！ ）  

森森
林林

環環
境境
教教
育育

のの
取取
組組

（ 中茶安別小中学校の学校林における森
林教室の進め方を説明 ）  

「
森

林

ふ

れ

あ

い
講

座

」 

を

実

施 

（ お母さんと一緒に炭窯にカラマツの炭
材を入れています。重たいぞ～！ ）  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公
園
で
森
林
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
紙

芝
居
を
利
用
し
て
森
や
森
に
棲
む
動
物
た

ち
の
話
を
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
い
た
り
タ

ネ
の
模
型
を
使
っ
て
夢
中
で
遊
ん
だ
り
し

て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
い
夏
休
み
の
一
日
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

                

七
月
四
日
（
金
）
、
釧
路
湿
原
自
然
再
生

協
議
会
第
八
回
森
林
再
生
小
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
釧
路
湿
原
自
然
再
生
協

議
会
は
、
釧
路
湿
原
の
自
然
再
生
を
推
進

す
る
た
め
平
成
十
五
年
に
設
立
さ
れ
た
組 

 
 

             

た
。
ま
た
、
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
を
利
用
し
た

植
樹
も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
、
別
寒
辺
牛
湿
原
に
つ
な
が
る
木

道
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
を
一
望
で

き
る
望
楼
か
ら
森
林
の
果
た
す
役
割
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、
こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ

ォ
レ
ス
ト
を
活
用
し
た
森
林
環
境
教
育
へ

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

   

七
月
三
一
日
、
釧
路
短
大
付
属
幼
稚
園
か

ら
園
児
に
森
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
依
頼
を
受
け
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
巨
木
の

あ
る
標
茶
町
の
国
有
林
と
釧
路
町
の
別
保 

 
 

自自

然然

再再

生生

事事

業業

のの
取取

組組  

          

織
で
、
百
名
を
超
え
る
多
様
な
主
体
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
午
前
の
室
内

討
議
に
は
十
一
名
の
委
員
が
参
加
し
、
当

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
雷
別
地
区
自
然
再
生

事
業
に
お
け
る
平
成
十
九
年
度
実
施
結
果

平
成
二
十
年
度
事
業
予
定
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
指
針
（
案
）
作
成
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
小
雨
が
降
る
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
達
古
武
地
区

及
び
雷
別
地
区
で
現
地
検
討
が
行
わ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た 

 
 
 
 

 

森

林

再

生

小

委

員

会

が

開

催

さ

れ

る 
広葉樹の苗木を自宅の
庭で預かっていただけ
ませか。   
雷別地区自然再生事業
の森林再生に用いる雷
別産広葉樹のコンテナ
苗木を育成するお手伝
いをお願いします。  
詳細はふれあいセンタ
ーにお問い合わせく だ
さい 。  

E- mai l  h _kushiro _f@rinya . maf f .go . j p  
URL  http : / /ww w.hokkaido .k okuyurin . go . jp / f c /kushiro _hp /  
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釧 路 市 千 歳 町 ６ － １ １  〒０ ８ ５－０ ８ ２ ５ 

釧 路 湿 原 森 林 環 境 保 全 ふ れ あ い セ ンタ ー  

（ 雷別での現地検討会の模様 ）  

幼

稚

園

児

を

対

象

に 

森

林

教

室

を

実

施 

（ こ こは別寒辺牛湿原になり ます。） 

（ ミズナラの巨木に登りました 。  
「 ち っと も怖 く ありませんよ～。」）  


